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科
・
神
田
教
授
の
「
住
宅
の
み
な
ら

ず
、
全
て
の
建
築
物
に
関
わ
る
あ
る

べ
き
基
本
理
念
や
各
主
体
の
責
務
を

定
め
る
『
建
築
基
本
法
』
に
む
け
た

広
範
な
議
論
を
展
開
す
べ
き
」
と
い

う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、

国
土
交
通
省
は
「
こ
れ
ま
で
も
建
築

基
準
法
、
建
築
士
法
、
耐
震
改
修
促

進
法
等
に
よ
り
、
建
築
物
の
必
要
な

性
能
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

今
後
と
も
国
民
各
層
に
お
け
る
様
々

な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
踏
ま
え
、
制

度
の
運
用
、
改
善
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
」
と

い
う
回
答
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
元
に
提
出
さ
れ

た
「
住
生
活
基
本
法
」
で
す
が
、
業

界
団
体
か
ら
は
、
様
々
な
不
協
和
音

も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
る
借
地
関
係
の
団
体

は
以
下
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い

ま
す
。
【
法
案
は
「
国
民
の
豊
か
な

住
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
、
住
生

活
の
安
定
の
確
保
及
び
向
上
の
促
進

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基

本
理
念
、
国
等
の
責
務
、
住
生
活
基

本
計
画
の
策
定
そ
の
他
の
基
本
と
な

る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
」
と
さ
れ
、

基
本
法
案
そ
の
も
の
は
抽
象
的
で
、

肝
心
の
国
民
の
住
生
活
が
ど
の
よ
う

に
な
る
か
に
つ
い
て
の
「
住
生
活
基

本
計
画
」
は
、
法
案
成
立
後
の
秋
に

策
定
さ
れ
、
国
会
審
議
を
形
骸
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
法
案
に
つ
い
て

は
、
住
生
活
の
基
本
で
あ
る
「
国
民

の
居
住
の
権
利
」
を
明
確
に
し
て
い

な
い
、
住
宅
問
題
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
「
住
居
費
負
担
」
に
は
全
く
触

れ
な
い
、
公
共
住
宅
の
充
実
強
化
は

全
く
重
視
し
な
い
な
ど
欠
陥
法
案
で

あ
る
。
こ
の
法
案
で
は
国
は
「
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
を
作
成
し
、
今
後

　

年
間
で
約
６
５
０
万
戸
の
住
宅
の

耐
震
建
替
、
耐
震
改
修
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な

ど
財
界
・
大
企
業
の
狙
い
は
、

１
０
０
兆
円
規
模
と
い
わ
れ
る
巨
大

な
「
耐
震
建
替
」
の
市
場
づ
く
り
に

あ
る
と
い
え
る
。】
と
い
う
よ
う
な

手
厳
し
い
も
の
で
す
。

　

今
回
、
審
議
中
の
法
案
な
ど
と
い

　

本
年（　

年
）、
4
月
に
「
住
生
活

基
本
法
」
が
衆
議
院
委
員
会
を
通
過

し
ま
し
た
。

　

地
味
な
法
律
で
す
か
ら
、
あ
ま
り

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
住
宅
建
築
を
考
え
て
い

る
皆
様
や
建
築
業
者
に
と
っ
て
、
こ

れ
か
ら
ど
ん
な
住
宅
を
建
て
る
べ
き

な
の
か
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
法

律
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
案
が

ど
ん
な
経
過
で
生
ま
れ
て
き
た
の
か

少
し
解
説
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

政
府
は
1
9
6
6
年
に
制
定
し
た

住
宅
建
設
計
画
法
に
基
づ
い
て
、
5

カ
年
ご
と
に
住
宅
の
建
設
目
標
を
定

め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
に

な
っ
て
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

家
族
形
態
が
多
様
化
し
、
制
定
当
時

と
は
大
き
く
様
相
が
様
変
わ
り
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
、
人
口
の

減
少
や
世
帯
数
の
減
少
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
住
宅
政

策
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
の
機
関
と
し
て
は
「
社
会
資
本

整
備
審
議
会
住
宅
宅
地
分
科
会
基
本

制
度
部
会
」
の
報
告
案
『
新
た
な
住

宅
政
策
に
対
応
し
た
制
度
的
枠
組
み

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
』
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
有
識
者
及

び
一
般
大
衆
に
求
め
る
自
由
意
見
）

を
ふ
ま
え
て
「
住
生
活
基
本
法
」
が

提
出
さ
れ
、
今
回
の
審
議
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

　
「
住
生
活
基
本
法
」
で
は
、
4
つ
の

基
本
理
念
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
の
4
点
で
す
。

　

こ
の
4
つ
の
基
本
理
念
を
補
完
す

る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

為
の
建
築
理
念
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
担
う
設
計
者
や
法
律
家
、
研

究
者
が
名
を
連
ね
る
「
建
築
基
本
法

制
定
準
備
会
」
の
代
表
で
あ
る
東
京

大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究

う
難
し
い
問
題
を
ご
紹
介
し

た
の
は
、
責
任
を
持
っ
て
、

皆
様
の
住
宅
を
建
て
さ
せ
て

頂
く
た
め
に
は
、
常
に
こ
の

様
な
問
題
に
対
す
る
建
築
会

社
と
し
て
の
明
確
な
対
応
が

必
要
だ
か
ら
で
す
。　
「
次

世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」

や
「
品
質
確
保
促
進
法
」
・

「
住
宅
性
能
表
示
」
等
の

様
々
な
建
築
法
規
を
遵
守
し

高
性
能
住
宅
を
建
て
る
た
め

に
は
、
規
定
さ
れ
た
以
上
の

住
宅
性
能
を
常
に
保
持
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

九
州
住
環
境
研
究
会
の
顧
問
で

「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
の

策
定
を
指
揮
し
た
東
京
大
学
大
学

院
・
坂
本
教
授
は
、
あ
る
講
演
会
で

こ
れ
か
ら
の
進
化
し
た
「
品
確
法
」

や
「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」

で
は
、
住
宅
性
能
と
共
に
そ
れ
に
付

随
し
た
効
率
的
な
住
宅
設
備
の
設
置

提
案
も
同
時
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
松
下
孝
建
設
」
が
積
み
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
独
自
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
や
施
工
技
術
が
よ
う
や
く
公
的

に
も
認
知
さ
れ
る
時
代
が
来
る
よ
う

で
す
。

　

前
号
で
も
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、「
松
下
孝
建
設
」
で
は
0
エ

ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
開
発
に
伴
う
、
太

陽
光
発
電
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
技
術
の
開
発
等
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
と
暖
房
・
冷
房
設
備
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
、
様
々
な
実
験
を

す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

「
松
下
孝
建
設
」
は
、　

年
、　

年

先
に
も
、
建
て
主
の
皆
様
を
決
し
て

後
悔
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
住
宅
の
耐

久
性
・
居
住
性
・
快
適
性
・
耐
震
性

を
ご
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

▼
梅
雨
入
り
以
来
、
不
順
な
天
気

が
続
き
、
県
内
各
地
で
土
砂
崩
れ
な

ど
様
々
な
被
害
も
頻
発
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
危
険
箇
所
の
多
い
鹿
児
島

県
で
す
か
ら
、
皆
様
も
日
頃
か
ら
周

囲
を
観
察
し
、
少
し
の
変
化
も
見
逃

さ
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の

で
す
。

　

▼
今
回
の

特
集
記
事
は
、

多
少
難
し
い

こ
と
を
承
知
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
後
の
我
が
国
の
住
宅
行
政
に
関
わ

る
こ
と
で
、
こ
の
下
に
建
築
基
準
法

な
ど
の
様
々
な
建
築
関
連
の
法
律
が

改
正
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
住
宅
に
対
す
る
理
念
を
表
す

法
律
で
す
か
ら
、
こ
の
様
な
法
律
が

現
在
審
議
中
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

お
い
て
下
さ
い
。

　

▼
本
文
中
で
も
少
し
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
天
然
ガ
ス
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
が
、
実
用
段
階
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
先
行
し
て
い
る
太

陽
光
発
電
な
ど
と
共
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
省
力
化
や
自
給
の
方
向
は
燃
料

電
池
な
ど
の
開
発
状
況
か
ら
も
、

益
々
現
実
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
前

号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
石
谷
町

の
K
邸
の
よ
う
に
、
ご
自
分
で
太
陽

光
発
電
を
設
置
し
て
い
る
方
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
様
な
こ
と
が
可

能
な
の
は
、
住
宅
性
能
が
省
エ
ネ
化

に
適
し
た
「
エ
コ
・
ハ
ー
ト
Ｑ　

」

で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
様

に
、
松
下
孝
建
設
の
住
宅
は
常
に
進

化
で
き
る
高
性
能
住
宅
で
す
。

「
住
生
活
基
本
法
」の
制
定
に

　
よ
り
住
宅
は
ど
う
な
る
か
。

「
住
生
活
基
本
法
」は
、

　
４
つ
の
理
念
に
要
約
で
き
る
。

  

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る

　
「
松
下
孝
建
設
」の
技
術
開
発
。

  

業
界
団
体
か
ら
は
、
様
々
な

　
不
協
和
音
も
聞
こ
え
て
く
る
。

06

10

10

20

「
住
生
活
基
本
法
」が

制
定
さ
れ
住
宅
の
基
本
理
念
が
変
わ
り
ま
す
。

1
・
良
質
な
住
宅
の
供
給
。

2
・
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
。

3
・
居
住
の
た
め
に
住
宅
を
購
入
す
る

　
　

者
等
の
利
益
の
擁
護
及
び
増
進
。

4
・
居
住
の
安
定
の
確
保
。

21
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■川内営業所
開設準備中
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松
下
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建
設
】
の
住
宅
性
能

冬の結露のメカニズム

断熱材の基礎知識

　次世代省エネルギー基準が

施行され、建築基準法も改正

されて、住宅は高性能化の時

代になりました。断熱基準も

厳しくなりグラスウール断熱

材の場合は16kg100mm相当

厚が全国的に当たり前になり

ました。しかしグラスウール

は水を吸う断熱材で、我が国

のように湿気の多い気候条件

の国では不向きな材料です。

　結露は冬だけ起きる現象で

はありません。クーラーを使

用する事で、夏の逆転結露が

問題になっています。逆転結

露とは、断熱性能の低い壁面

がクーラーで冷やされると外

気に含まれる湿気が断熱材の

中や室内側の壁面で結露を起

こす現象です。住宅の耐久性

能について、冬の結露よりも

悪い影響を与えます。

　軽量鉄骨の場合には、外

壁面の裏側にウレタン系の

断熱材をあらかじめ施工し

てあるものを使用し、室内

側にも繊維系断熱材を施工

する場合が一般的です。木

造と異なり接続面の金具が

熱を伝える橋（熱橋）にな

り、その部分が断熱不良に

なって結露の発生源になっ

ている場合もあります。

軽量鉄骨構造の熱橋

室内室外

室内室外

水蒸気冷たい
外気

繊維系
断熱材

夏の逆転結露のメカニズム

水蒸気
を含ん
だ外気

冷たい
室内の空気

繊維系
断熱材

熱橋に
なりやすい
部分

繊維系
断熱材

冬

冬

夏

夏

●グラスウール
　ガラスを細い繊維にして綿状
に加工した断熱材です。床・
壁・天井と住宅のほとんどの部
位に使用できます。厚さや密度
が高くなるほど断熱性能にすぐ
れ、軽くて使いやすい断熱材で
す。無機質なので燃えず、ガス
も発生しません。防音性能や耐
久性にも優れています。
　欠点は、水を吸う性質がある
ことです。高温多湿な気候の日
本では、不向きな材料です。

●ロックウール
　耐熱性に優れた鉱物を高温で
溶かし、ごく細い繊維状にした
断熱材です。床・壁・天井と住
宅のほとんどの部位に使用でき
ます。650℃以上の熱にも耐
え、有毒ガスも発生しません。
撥水性・耐久性があり防音性に
も優れています。グラスウール
のように水を吸う性質はありま
せんが施工のしにくさはグラス
ウールと同じです。

無機繊維系断熱材

繊維系断熱材は結露の危険がある！

その他の断熱材

●ビーズ法ポリスチレンフォーム
　ひとつひとつの粒の中に独立した気
泡構造を持った断熱建材です。水や湿
気に強いのが特長で、軽くて加工性、
施工性に優れています。金型による成
形品で、自由な形に仕上げることがで
きるため、板・筒など様々な製品が製
造されています。

●ポリエチレンフォーム
　細かな独立気泡で発泡された耐吸
湿・耐吸水性の高い断熱建材です。柔
軟性に富んでいるので様々な形状の製
品があり、現場ではすき間なく施工す
ることができます。床・壁などのほ
か、屋根や屋上、配管カバーなど、断
熱・防水と用途も多彩です。

●フェノールフォーム
　独立気泡構造を持つ断熱建材です。
素材の安定性が高く、長期間にわたっ
て優れた断熱性能を発揮します。130
℃までの使用に耐える耐熱性があり、
防火性にも優れています。炎があたっ
ても炭化するだけで煙や有毒ガスはほ
とんどありません。

●硬質ウレタンフォーム
　微細な独立気泡で形成された断熱建
材です。気泡には、熱伝導率がきわめ
て小さいガス（空気の約1/3）が含ま
れていますので、とくに断熱性能に優
れています。ボード状に加工された製
品のほかに、施工現場で直接吹付けて
使用する現場発泡品があります。

発泡プラスチック系断熱材

「エコ・ハートＱ21」　は、なぜ
  発泡プラスチック系断熱材なの？

●羊毛系断熱材
　近年クローズアップされてき
た天然の羊毛をグラスウールや
ロックウールのように施工する
ものです。断熱材としての評価
はまだ定まっていないというの
が現状です。

●ペットボトル等、リサイクル繊維
　ペットボトルなどのプラスチ
ック容器を、再加工して繊維化
したものです。形状は弾力性の
あるグラスウールに似ています
が繊維に弾力性がある分、密度
が薄くなる傾向があるため、こ
れもまた、断熱材としての評価
はまだ定まっていないのが現状
です。

「エコ・ハートＱ21」は、押出法ポリスチレンフォームを断
熱材に採用。その理由は、下記の利点があるからです。

　同じ断熱性能を求めるならば、グラスウールなどの繊
維系断熱材の半分以下の厚さで済みます。

　押出法ポリスチレンフォームは、グラスウールなど
のように水を吸う性質がないために結露などにも強
く、住宅に使われている木材が腐るなどの被害から守
ることが可能です。また、台風などで壁面に水分が浸
入しても被害を最小限にとどめることが可能です。

　板状の断熱材でパネル加工がしやすいので施工ムラ
が少なく、均一な断熱施工が可能です。更にある程度
の厚さになると圧縮強度があるために、パネルの強度
を更に高めることができ、住宅のクオリティが高くな
ります。

　補修が簡単で、施工上で穴を開けた場合も簡単に補
修が可能で、断熱施工や気密施工に支障を来すことが
非常に少ない材料です。　

冬

夏

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

セ
ル
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
バ
ー

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

ビ
ー
ズ
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム

押
出
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム

硬
質
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム

フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

断熱材の種類

発泡
プラスチック系

木質
繊維系

無機
繊維系

結
露
に
強
い
！

ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
！

均
一
な
断
熱
施
工

補
修
が
簡
単

■他の断熱材に比べて断熱性能が高い。

■押出法ポリスチレンフォームは結露に強い。

■パネル加工に最適。

■補修もらくらく。

前
回
は
、
住
ま
い
の
温
度
差
が
な
ぜ
出
来
る
の
か
、
そ
の
為
に
起
こ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

紹
介
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
も
う
一
度
基
本
に
立
ち
返
り
断
熱
材
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
り
、

ど
の
様
な
性
質
を
持
つ
物
な
の
か
紹
介
致
し
ま
す
。

断
熱
材
に
よ
っ
て
住
宅
の
維
持
・
補
修
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　断熱性に優れているため、薄
くても断熱効果が高く、施工後
の重量も軽くすることができま
す。水に強く、耐吸湿性がある
ため、基礎や土間床の断熱にも
使用することができます。圧縮
力にも優れ、住宅全体の温熱環
境を確実に守ってくれます。

●押出法ポリスチレンフォーム



お
元
気
で
す
か
。

「
松
下
孝
建
設
」の
お
施
主
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
施
主
様
ご
訪
問

お
施
主
様      

邸
（ 

３
人
家
族
）
【
建
設
地
】鹿
児
島
市
星
ヶ
峯
６
丁
目

第0008号ひ こ う き 雲（3）2006年（平成18年）8月1日（火曜日）

▲モダンで上品な大きな吹き抜けのあるリビング

▲ここが奥様とお子様の定位置

▲2台分の車寄せとウッドデッキのある外観

▲この家と共に健康に育ってくれることを祈ってます

　

今
回
、
お
話
を
お
伺
い
致
し
ま
し

た　

邸
は
、
本
年
５
月
に
新
築
し
た

ば
か
り
の
「
粋
」
タ
イ
プ
の
住
宅
で

す
。
ご
主
人
が
単
身
赴
任
中
な
の
で

当
日
は
、
奥
様
と
新
築
と
同
時
に
生

ま
れ
た
ご
長
女
の
お
二
人
に
出
迎
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
？
涼
し
い

で
し
ょ
う
。
こ
の
住
宅
全
体
が
リ
ビ

ン
グ
の
エ
ア
コ
ン
１
台
で
、
し
か
も

除
湿
で
充
分
涼
し
い
ん
で
す
。
窓
が

大
き
い
か
ら
日
射
を
心
配
し
て
い
た

ん
で
す
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
直
射
日
光

さ
え
入
れ
な
け
れ
ば
、
カ
ー
テ
ン
を

引
か
な
く
て
も
室
内
に
熱
が
入
っ
て

こ
な
い
ん
で
す
。
特
殊
な
ガ
ラ
ス
で

有
害
な
紫
外
線
を　

％
以
上
も
遮
断

し
て
く
れ
る
と
い
い
ま
す
け
ど
、
本

な
り
ま
す
。
以
前
の
住
ま
い
だ
と
、

エ
ア
コ
ン
を
運
転
し
て
い
て
も
、
湿

度
の
高
い
空
気
が
ま
と
わ
り
つ
く
よ

う
で
、
出
産
を
控
え
て
鹿
児
島
の
梅

雨
と
夏
の
暑
さ
を
考
え
る
と
憂
鬱
だ

っ
た
ん
で
す
が
、『
結
露
も
な
く
夏

涼
し
く
過
ご
せ
ま
す
よ
。』
と
い
う
営

業
の
方
の
お
話
は
本
当
で
し
た
。
主

人
と
も
話
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
住

宅
に
は
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
」

　
「
私
た
ち
よ
り
も
少
し
前
に
、
主

人
の
会
社
の
同
僚
の
方
も
住
宅
を
建

て
ら
れ
て
、
そ
の
方
は
大
手
メ
ー
カ

ー
を
選
択
さ
れ
て
、
私
た
ち
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
確
か
に

素
晴
ら
し
い
住
宅
で
し
が
、
色
々
な

建
設
会
社
の
見
学
会
に
参
加
し
て
、

「
粋
」
の
家
に
決
め
ま

し
た
。
本
当
に
地
元

の
建
設
会
社
で
大
丈

夫
か
し
ら
と
多
少
は

心
配
し
た
ん
で
す
け

ど
、
今
で
は
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
言
葉
通

り
に
快
適
な
住
宅

で
、
ま
だ
２
ヶ
月
で

す
が
オ
ー
ル
電
化
と

い
う
こ
と
で
電
気
代

も
心
配
で
し
た
が
、

エ
ア
コ
ン
を
使
用
し

て
い
て
も
か
な
り
低

額
な
の
で
驚
い
て
い

ま
す
。
」

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
年
に
、
住
宅
も
新
築
し
ま
し
た
。

当
に
直
接
的
に

熱
が
感
じ
ら
れ

な
い
の
と
、
有

害
な
紫
外
線
が

遮
断
さ
れ
て
、

子
供
の
成
長
に

必
要
な
分
の
紫

外
線
し
か
入
り

ま
せ
ん
。
家
の

中
で
充
分
日
光

浴
で
き
ま
す
か

ら
と
て
も
理
想

的
な
環
境
だ
と

思
い
ま
す
。
」

と
奥
様
。

　

ご
主
人
も
休

日
に
赴
任
先
か

ら
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
と
エ
ア
コ
ン
一

台
で
全
館
が
快
適
な
住
宅
に
、
松
下

孝
建
設
の
営
業
マ
ン
の
説
明
通
り
だ

っ
た
と
満
足
さ
れ
て
お
ら
れ
る
様
子

で
す
。

　
「
設
計
の
段
階
で
こ
の
住
宅
は
、

１
階
と
２
階
の
空
気
を
循
環
さ
せ
る

た
め
に
吹
き
抜
け
が
重
要
な
役
割
を

す
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
実

際
に
住
ん
で
み
て
、
住
宅
の
何
処
に

も
暗
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
キ
ッ
チ
ン

や
、
洗
面
所
・
ト
イ
レ
・
風
呂
な
ど

の
水
回
り
も
と
て
も
清
潔
感
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
階
と
２
階

に
温
度
差
が
な
く
て
、
ジ
メ
ジ
メ
し

た
雨
の
日
で
も
住
宅
の
中
が
カ
ラ
ッ

と
乾
燥
し
て
い
て
、
こ
の
家
に
い
る

と
と
て
も
快
適
で
外
に
出
た
く
な
く

梅
雨
と
夏
の
暑
さ
も
心
配
な
く

乗
り
切
れ
そ
う
で
す
。

地
元
の
建
築
会
社
の
技
術
を

信
頼
し
て
正
解
で
し
た
。

快
適
な
窓
辺
が
二
人
の

定
位
置
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
直
射
日
光
が
差
し
込
む
時
だ
け

ブ
ラ
イ
ン
ド
を
下
ろ
し
ま
す
が
、
い

つ
も
は
こ
の
窓
辺
が
、
子
供
と
私
の

定
位
置
で
す
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
植

物
た
ち
も
す
く
す
く
育
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
周
囲
に

植
え
ら
れ
た
植
栽
が
生
長
す
る
と
、

と
て
も
素
敵
な
空
間
に
な
り
そ
う
で

す
。
窓
が
日
陰
に
な
っ
て
い
る
と
き

に
は
、
思
い
っ
き
り
こ
の
大
き
な
窓

を
開
け
る
と
風
が
家
中
を
駆
け
め
ぐ

る
よ
う
で
と
て
も
快
適
で
す
よ
。
」

と
い
う
奥
様
の
体
験
談
で
し
た
。

松
下
孝
建
設
か
ら
の
一
言

　

こ
の
度
は
、
数
あ
る
建
設
会
社
の

中
か
ら
松
下
孝
建
設
を
選
ん
で
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
Ｔ
邸
は
「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
準
」
評
定
取
得
工
法
「
エ
コ
・

ハ
ー
ト
Ｑ　

」工
法
で
建
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
、
二

酸
化
炭
素
削
減
効
果
の
高
い
、
国
が

認
め
た
住
宅
性
能
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
住
宅
は
さ
ら
に
一

歩
進
め
て
、
高
性
能
住
宅
に
太
陽
光

発
電
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

燃
料
電
池
な
ど
様
々
な
自
立
型
燃
料

の
供
給
等
を
付
加
価
値
と
し
て
求
め

ら
れ
る
「
自
立
循
環
型
住
宅
」
が
主

流
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
高
耐
久
・
高
耐
震
な
ど

の
住
宅
性
能
が
益
々
重
要
に
な
り
ま

す
。
松
下
孝
建
設
の
「
エ
コ
・
ハ
ー

ト
Ｑ　

」工
法
は
、
２
０
１
０
年
に

予
定
さ
れ
る
新
基
準
の
要
請
を
最
も

満
た
し
や
す
い
住
宅
工
法
で
、
最
新

の
設
備
機
器
が
簡
単
に
導
入
で
き
る

住
宅
性
能
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

技
術
の
革
新
的
な
進
歩
が
あ
っ
て
も

十
分
に
対
応
が
可
能
で
、
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
お
住
ま
い
い
た
だ
け
ま

す
。
今
後
と
も
末
永
く
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
５
月
に
女
の
子
が
生
ま
れ

住
宅
も
完
成
し
ま
し
た
。

T

T

85

21

21



2006年（平成18年）8月1日（火曜日）（4）第0008号

川内新展示場 薩摩川内市天辰町字水流89-1

星ヶ峯みなみ台新展示場
鹿児島市星ヶ峯6丁目30-6

星ヶ峯2丁目

星ヶ峯6丁目

至松元・皇徳寺方面

7月 1日現場状況

南皇徳寺台新展示場
鹿児島市山田町字阿弥陀ヶ宇都1241-252

至松元

●南日本新聞

●皇徳寺中

●皇徳寺小

県
営
住
宅

指
宿
ス
カ
イ

ラ
イ
ン

市
営

住
宅

サンクス●サンクス●
第2展示場●第2展示場●

第1展示場第1展示場
　　　　●　　　　●
第1展示場
　　　　●

サンクス●
第2展示場●

至中山I.C

至山田I.C
山形屋
ショッピング
センター●

日光設備●

消防庫

●
コスモ石油至3号線

至267号線

●(株)幸洋 ●

天辰・皿山入口の看板あり

川
内
川

●

天大橋

7月 1日現場状況7月 1日現場状況

リビングリビング

断熱と補修断熱と補修モルタル下地モルタル下地

杉板壁杉板壁 杉板天井杉板天井

リビング

断熱と補修モルタル下地

杉板壁 杉板天井

特報　8月には3展示場がオープンいたします。
建築現場は常時見学可能です！ いつでも

お立ち寄り
下さい。


